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三
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の
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場
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に
開
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節
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た
か

1
．
入
声
字
へ
の
非
入
声
点
加
点
例
が
見
ら
れ
る
資
料
　
2
．
親
鸞
遺
文
に
お
け
る
舌
内
入
声
字
へ
の
緩
声
点
加
点
例

3
．
親
鸞
の
声
点
加
点
資
料

四
、
入
声
字
の
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記

五
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相
　
－
む
す
び
－

「
従
来
の
研
究
と
本
稿
の
目
的

日
本
漠
字
音
に
お
け
る
入
声
音
は
、
当
初
、
各
種
の
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
語
原
音
ど
お
り
子
音
p
k
l
で
終
わ
る
発
音
を



す
る
よ
う
に
つ
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
開
音
節
構
造
の
日
本
語
の
中
で
、
入
声
音
も
次
第
に
開
音
節
化
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

そ
の
中
、
舌
内
入
声
（
土
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
末
ま
で
開
音
節
化
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
諸
資
料
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
、
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」
（
一
九
六
五
年
九
月
）
で
、
親
鸞
が
舌
内
入
声

t
の
み
別
形
の
声
点
を
使
用
し
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
舌
内
入
声
の
閉
促
性
が
保
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

親
鸞
と
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
表
記
を
つ
な
ぐ
と
、
古
来
保
た
れ
て
き
た
舌
内
入
声
t
の
音
が
、
室
町
末
か
ら
開
音
節
化
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

（
前
略
（
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
開
音
節
化
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
〉
）
こ
れ
ら
の
例
か
ら
察
す
る
と
、
室
町
末
期
に
は
、
入
声
の
t
が

開
音
節
化
し
て
ツ
〔
t
s
u
〕
に
な
る
き
ざ
し
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
土
井
忠
生
・
森
田
武
『
新
訂
国
語
史
要
説
』
（
修
文
館
、
一
九
七
五
年
）
一
〇
一
頁
）

日
本
漠
字
音
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
変
化
を
右
の
よ
う
に
捉
え
る
の
が
、
現
在
の
通
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
仮
名
「
チ
・
ツ
」
に
あ
た
る
音
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
閉
音
節
で
発
音
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
そ
の
旨
が
述

べ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
代
泰
と
し
て
、
比
較
的
早
い
も
の
を
左
に
引
用
す
る
。

総
じ
て
、
日
本
化
し
た
字
音
－
呉
音
に
せ
よ
、
漢
音
に
せ
よ
1
を
以
て
漢
文
を
訓
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
字
音
語
は
母
語

感
情
の
険
し
い
眼
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
或
は
、
漢
文
と
し
て
は
正
し
い
字
音
が
保
存
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
語
彙
的
に

借
用
さ
れ
た
場
合
は
も
は
や
日
本
化
し
た
発
音
（
四
声
を
も
含
め
て
）
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
今
日
、
日
常
の
会
話
に
援
用
さ
れ
る

西
欧
語
が
、
そ
れ
を
真
の
外
国
語
と
し
て
話
し
た
り
読
ん
だ
り
す
る
場
合
に
比
す
れ
ば
、
か
な
り
気
が
る
な
取
扱
い
を
う
け
て
ゐ
る
こ

と
を
考
へ
合
せ
て
み
る
と
よ
い
と
思
ふ
。

（
亀
井
孝
「
国
語
現
象
と
し
て
の
外
国
語
の
流
入
」
（
「
現
代
日
本
語
の
研
究
」
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
後
『
亀
井
孝
論
文
集
5
』
に
所
収
。
引
用

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

四
九
四

は
、
後
者
に
依
る
。
）
）

漠
字
音
と
し
て
の
入
声
音
が
、
京
畿
地
方
の
上
流
階
級
を
中
心
に
行
わ
れ
た
事
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
（
以
下
略
）
。

（
奥
村
三
雄
「
古
代
の
音
韻
」
（
『
講
座
国
語
史
2
　
音
韻
史
・
文
字
史
』
一
九
七
二
年
、
大
修
館
書
店
）
所
収
）
。

こ
れ
は
常
識
的
な
見
解
で
あ
る
。
舌
内
入
声
を
閉
音
節
で
発
音
可
能
で
あ
る
者
も
、
そ
の
よ
う
な
発
音
が
必
要
な
い
場
合
に
は
開
音
節
化

（2）

さ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
漠
字
音
の
学
習
が
不
十
分
で
舌
内
入
声
を
閉
音
節
で
発
音
で
き
な
い
層
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
「
言
う
ま
で
も
な
い
」
と
せ
ず
、
こ
れ
を
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
文
献
が
紹
介
さ

れ
、
複
製
も
刊
行
さ
れ
て
、
か
つ
て
よ
り
は
条
件
が
と
と
の
っ
た
。
た
と
え
ば
、
従
来
の
訓
点
資
料
と
異
な
っ
た
面
を
見
せ
る
文
献
と
し
て
、

（

3

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

　

し

ゆ

つ

】

鎌
倉
時
代
中
期
写
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
本
に
、
「
涌
（
平
）
出
（
平
）
晶
」
（
八
三
九
3
）
と
「
出
」

に
平
声
点
が
加
点
さ
れ
た
例
が
存
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

舌
内
入
声
字
の
み
は
、
室
町
時
代
ま
で
l
t
と
開
音
節
化
し
な
い
形
を
保
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で
あ
る
が
、
（
中
略
）
位
相

差
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
含
め
て
、
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

（
沼
本
克
明
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
の
漢
語
声
調
」
注
1
0
（
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
　
研
究
篇
』
霊
友
会
、
一
九
九
三

年
。
後
、
『
日
本
漠
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）
所
収
。
）
）

こ
の
間
題
に
関
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
用
例
を
加
え
る
こ
と
と
、
そ
の
例
を
も
と
に
、
そ
の
位
相
差
の
中
身
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
が

課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
課
題
の
究
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
入
声
字
に
対
す
る
入
声
点
以
外
の
加
点

1
．
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』

ま
ず
、
右
に
引
用
し
た
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
を
私
に
検
索
し
た
結
果
を
記
す
。
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p
入
声
　
国
（
入
）
邑
（
平
）
（
二
〇
八
1
）
　
雑
（
平
）
積
（
平
）
（
二
四
二
5
）
　
鳩
（
平
）
鵠
（
平
濁
）
（
二
四
二
5
）
　
来
（
去
）
入
〈
平
）
（
二
五
一
5
）
　
給
（
平
）

筈
（
二
五
八
2
・
九
九
高
徳
苛
（
三
三
八
2
）
（
施
（
入
濁
）
習
（
三
〇
三
4
）
苛
掛
（
上
濁
）
（
三
善
）
狭

錮
司
劣
（
入
）
（
三
四
四
3
）
　
修
（
上
）
習
（
平
）
（
八
五
三
4
）
　
等
多
数
。

k
入
声
警
）
郡
司
（
三
二
八
2
）
璽
去
郎
封
（
三
四
〇
5
）
　
警
濁
）
酎
到
（
七
六
四
2
）
　
瞥
）
酎
到
（
七
八
六
1
）
　
響
）

響
到
（
七
九
二
2
）
　
璽
平
）
暫
萄
（
一
〇
五
二
2
）
　
賢
平
）
褒
司
（
入
）
（
二
六
九
1
）

（
蝮
嶋
・
欲
楽
・
財
富
へ
の
加
点
は
、
除
外
し
た
。
）

え

ん

ち

や

う

ー

　

　

　

　

　

ゆ

　

し

ゆ

つ

－

　

　

　

　

　

　

ふ

し

っ

ー

し

ん

t
入
声
　
演
（
平
）
説
（
平
濁
）
（
七
四
三
6
）
　
涌
（
平
）
出
（
平
）
晶
（
平
）
（
八
三
九
3
）
　
不
失
（
平
）
心
（
九
≡
6
）

（
淫
楽
へ
の
加
点
は
、
除
外
し
た
。
）

2
．
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本

（5）

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
、
他
に
、
前
田
家
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
抜
（
平
）
」
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
前
田
家
本
『
色
葉
芋
類
抄
』
に
つ
い
て
も
、
全
巻
を
検
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
例
が
見
ら
れ
た
。

p
入
声
引
（
平
）
摂
劃
（
上
1
2
ウ
）
　
兜
（
去
）
納
至
－
（
上
5
7
オ
）
　
勅
（
入
）
答
至
l
（
上
6
9
オ
）
　
読
（
入
）
合
喜
l
甥
（
上
6
3
オ
）
　
泣
司
薗

（
去
）
（
上
7
5
オ
）
　
急
到
達
（
入
）
（
下
6
1
ウ
）
　
救
（
上
）
急
司
（
下
6
2
オ
）
　
百
（
入
）
合
司
圏
（
下
6
6
オ
）

k
入
声
　
擢
劃
．
躍
（
入
）
（
下
2
3
オ
）
　
抽
到
（
入
）
壁
上
）
（
下
2
8
オ
）
　
索
要
甥
（
下
1
0
4
ウ
）

t
入
声
　
萱
司
薗
（
平
）
橋
〈
平
）
（
上
8
オ
）
　
抜
至
l
（
上
7
8
オ
）
　
臓
（
平
）
（
去
濁
）
物
到
（
入
）
（
下
5
3
オ
）

3
．
親
鸞
遺
文鎌

倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相



鎌
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四
九
六

（6）

親
鸞
筆
『
数
行
信
証
』
　
に
お
い
て
も
、
次
の
二
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
所
在
表
示
を
法
蔵
館
複
製
本
の
貢
数
行
数
に
改
め
た
）
。

タ

ウ

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

ウ

　

ー

塔
（
平
）
寺
（
平
濁
）
　
（
六
本
－
八
五
7
）
　
猟
（
平
）
師
（
上
）
　
（
六
本
－
九
二
3
）

「
塔
」
　
へ
の
声
点
加
点
例
は
、
『
教
行
信
証
』
中
に
他
に
二
例
存
す
る
。

タ
ウ塔

（
平
）
　
（
三
－
一
七
五
5
）
　
像
（
去
濁
）
塔
（
平
）
　
（
六
末
－
七
六
2
）

振
り
仮
名
も
「
タ
ウ
」
と
振
ら
れ
て
お
り
、
親
鸞
は
平
声
字
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
猟
」
は
、
他
に
入
声
の
加
点
例
が
存
す
る
（
猟
（
入
）
師
（
上
）
（
六
本
－
一
〇
二
8
）
）
。
一
方
、
振
り
仮
名
の
み
の
加
点
例
が
二
例
存
し
、
「
レ
ウ
」

と
さ
れ
て
い
る
　
（
三
－
一
三
五
1
・
3
）
。

そ
の
他
、
次
の
例
が
見
ら
れ
る
　
（
朱
声
点
・
墨
声
点
を
区
別
し
た
）
。

p
入
声

（
墨
声
点
）

り
ノ

〔
雑
〕
雑
（
平
濁
）
行
（
六
本
－
二
八
7
）
　
疎
（
上
）
雑
（
平
濁
）
（
六
本
1
二
九
2
）

ヲ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

ウ

〔
邑
〕
城
邑
（
平
）
　
（
六
末
－
八
1
）
　
城
邑
（
平
）
　
（
六
未
－
二
六
9
）

〔
立
〕
群
（
平
濁
）
立
（
平
）
　
（
五
－
六
一
8
）
　
造
（
去
）
立
（
平
）
　
（
六
末
1
八
三
2
）

カ
ウ

〔
怯
〕
怯
（
平
）
弱
（
入
活
緩
）
　
（
三
－
六
六
5
）

〔
劫
〕
劫
（
平
清
）
　
（
六
本
－
七
七
1
）

シ

ヽ

ウ

〔
廿
〕
一
千
二
百
廿
（
上
濁
）
八
（
入
活
急
）
　
（
六
末
－
八
二
3
）

カ

ウ

　

　

イ

ン

〔
甲
〕
　
甲
（
平
）
寅
（
平
）
　
（
六
末
－
六
五
6
）

テ
ウ

〔
糀
〕
靴
（
平
）
（
去
）
然
（
上
）
（
去
）
　
（
三
－
六
八
6
）

（
朱
声
点
）



サ
ウ

〔
雑
〕
雑
（
平
淘
）
≡
I
九
七
6
）

キ

ヤ

ウ

　

オ

ウ

〔
邑
〕
京
（
平
）
邑
（
朱
）
（
平
）
　
（
ニ
ー
九
七
4
）

カ

ウ

　

ニ

ヤ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

〔
怯
〕
怯
（
平
）
弱
（
入
清
急
）
　
（
三
－
二
五
7
）
　
疑
（
上
濁
）
怯
（
平
）
退
（
平
）
心
（
去
）
　
（
三
－
三
一
6
）

〔
劫
〕
億
（
入
活
急
）
劫
（
平
清
）
　
（
二
－
九
五
1
）

〔
接
〕
接
（
平
）
引
（
平
）
　
（
二
－
九
六
5
）

ケ
ウ

〔
狭
〕
磨
狭
（
平
濁
）
封
（
二
－
一
二
六
3
）

キ
L
ワ

〔
急
〕
　
急
（
平
軽
）
要
（
平
）
　
（
ニ
ー
八
〇
1
）

k
入
声

（
墨
声
点
）シ

ヤ

ク

　

ケ

キ

〔
整
〕
聖
（
平
）
寮
（
入
清
緩
）
　
（
六
宋
－
七
五
8
）

t
入
声

（
墨
声
点
）

キ
ヨ

〔
一
〕
玄
（
平
）
虚
（
平
軽
）
沖
（
去
）
一
（
去
）
　
（
六
末
－
七
四
2
）

キ

ウ

　

　

　

　

　

シ

ユ

ツ

〔
術
〕
九
（
上
）
仙
（
平
）
之
術
（
平
濁
）
（
六
末
－
七
〇
1
）

（
朱
声
点
）

〔
出
〕
出
（
平
）
（
入
活
急
）
世
（
平
）
　
（
三
－
四
八
5
）

（7）

親
鸞
遺
文
中
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
は
、
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
断
簡
』
と
『
三
帖
和
讃
』
　
に
次
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

シ

　

　

　

タ

ウ

p
入
声
〔
塔
〕
寺
（
上
濁
）
塔
（
平
）
　
（
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
断
簡
一
三
3
）

k
入
声
〔
極
〕
を
上
）
輿
平
濁
）
野
上
）
（
浄
土
和
讃
五
四
4
）

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相

四
九
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

4
．
入
声
字
に
加
点
さ
れ
た
非
入
声
点
の
解
釈

右
の
三
資
料
に
お
け
る
入
声
字
へ
の
他
声
点
加
点
例
は
、
多
く
の
入
声
加
点
例
に
比
し
て
ご
く
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
各
資

料
を
見
る
限
り
は
、
単
純
な
誤
写
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

（8）

し
か
し
、
そ
の
中
で
唇
内
入
声
の
例
が
多
い
の
は
、
「
ふ
」
と
表
記
し
た
韻
尾
が
ハ
行
転
呼
を
蒙
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
唇
内
入

声
が
も
っ
と
も
早
く
開
音
節
化
し
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
と
も
に
兄
い
だ
さ
れ
た
喉
内
・
舌
内
入
声

字
の
非
入
声
点
も
す
べ
て
が
単
純
な
誤
り
だ
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
も
、
入
声
音
の
開
音
節
化
が
存
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

右
の
三
資
料
に
非
入
声
点
が
加
点
さ
れ
た
舌
内
入
声
字
は
、
「
一
・
出
・
術
・
抜
・
劣
・
説
・
失
・
物
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
一
・
出
」

は
、
複
数
の
資
料
で
非
入
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
規
範
か
ら
は
ず
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
音
声
を
反
映
し
た
加
点
な
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

三
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
開
音
節
化
し
た
か

1
．
入
声
字
へ
の
非
入
声
点
加
点
例
が
見
ら
れ
る
資
料

（9）

右
の
三
資
料
の
よ
う
に
、
比
較
的
多
く
の
入
声
字
非
入
声
加
点
例
が
拾
わ
れ
る
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
が
、
平
仮
名
書
き
の
法
華
経
で
あ
り
国
語
辞
書
で
あ
る
こ
と
が
、
韻
書
の
規
範
か
ら
は
ず
れ
た
加
点
を
生
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
対
極
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
同
時
代
の
法
華
経
字
音
直
読
資
料
と
漢
和
辞
書
（
『
類
衆
名
義
抄
』
）
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
調
査
し

（10）

て
も
、
入
声
字
へ
の
非
入
声
加
点
例
は
、
存
し
な
い
。

仮
名
書
き
法
華
経
と
字
音
直
読
資
料
と
の
中
間
に
位
置
す
る
の
が
、
『
数
行
信
証
』
の
よ
う
な
漢
文
を
訓
読
し
た
資
料
で
あ
ろ
う
。



右
の
よ
う
な
予
測
が
可
能
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
す
べ
て
の
声
点
加
点
資
料
を
見
、
入
声
字
へ
の
加
点
を
調
査
し
な
け
れ
ば
、
確
認
で

き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
即
座
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
例
か
ら
考
え
て
、
多
く
の
収
穫
は
期
待
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
比
較
的
多
く
の
資
料
を
残
し
て
い
る
一
個
人
の
声
点
加
点
を
見
て
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
個
人
と
し
て
、
次
の
理
由
か
ら
、
親
鸞
が
選
ば
れ
る
。

2
．
親
鸞
遺
文
に
お
け
る
舌
内
入
声
字
へ
の
緩
声
点
加
点
例

キ

フ

　

ユ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

ル

親
鸞
は
、
入
声
点
に
「
急
」
「
緩
」
を
区
別
し
た
（
濁
急
丁
清
急
〇
・
濁
緩
㌢
清
緩
∞
）
。
「
急
」
声
点
は
舌
内
入
声
音
t
と
促
音
に
、
「
綬
」

（11）

声
点
は
唇
内
p
・
喉
内
k
入
声
音
に
用
い
て
い
る
。

こ
の
声
点
は
、
形
に
よ
っ
て
、
古
内
と
他
の
入
声
と
を
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
古
内
入
声
が
他
の
入
声
と
異
な
る
こ
と
を
直
接

示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
急
の
声
点
は
舌
内
入
声
と
と
も
に
促
音
を
も
示
し
て
．
い
る
か
ら
、
急
・
綾
の
相
違
は
、
閉
音
節
か
開
音
節
か
の

相
違
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
声
点
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
舌
内
入
声
が
開
音
節
化
し
た
の
か
が
知
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

①
字
音
直
読
資
料

（12）

親
鸞
筆
『
阿
弥
陀
経
・
観
無
量
詩
経
註
』
　
に
は
、
「
一
（
六
例
）
・
日
（
二
例
）
・
七
（
二
例
）
・
八
」
に
綬
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
親
鸞
の
声
点
を
移
点
し
た
と
考
え
ら
れ
る
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
毒
経
』
　
で
は
、
「
日
・
七
・
裂
・
載
・
徹
・
秩
」
に
緩
声
点
が
加
点

（13）

さ
れ
て
い
る
。

②
漢
文
訓
読
資
料

次
に
、
親
鸞
筆
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
舌
内
入
声
字
へ
の
緩
声
点
加
点
例
を
掲
げ
る
（
小
林
論
文
の
挙
例
を
含
む
）
。

入
墨
声
点
）

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相

四
九
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇

〔
二
一
（
入
活
緩
）
百
（
入
活
綬
）
（
六
末
－
七
九
4
）
　
一
（
入
清
緩
）
時
（
上
濁
）
（
四
1
二
八
5
）
　
一
（
入
清
援
）
異
（
平
）
（
六
本
－
一
七
2
エ
バ
末
－
六
〇
6
）

一
（
入
清
緩
）
（
六
本
－
五
〇
8
）
　
第
一
（
入
清
緩
）
（
六
本
－
七
三
5
）
　
一
（
入
清
緩
）
日
（
入
清
緩
）
（
六
未
－
五
九
5
）

〔
併
〕
世
鏡
（
去
）
王
（
上
）
彿
（
入
清
援
）
（
三
－
一
七
三
7
）
　
悌
（
入
濁
緩
）
言
（
上
）
（
ニ
ー
七
九
1
）
　
化
（
平
）
備
（
入
濁
緩
）
菩
（
上
濁
）
薩
（
入
清
急
）
（
四
－
二
六

5
）
　
悌
（
入
濁
緩
）
　
（
五
－
一
九
1
）
　
悌
（
入
濁
緩
）
土
（
平
濁
）
　
（
五
－
七
四
6
）
　
唯
（
去
）
悌
（
入
濁
緩
）
　
（
六
末
1
八
四
2
）

キ
ウ

〔
日
〕
一
（
入
晴
緩
）
日
（
入
清
緩
）
　
（
六
末
－
五
九
5
）
　
王
（
平
）
日
（
入
濁
緩
）
休
（
平
）
　
（
三
－
九
九
6
）

ス

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ユ

ツ

〔
述
〕
述
（
入
濁
緩
）
（
六
本
－
九
〇
3
）
　
九
（
上
）
述
（
入
濁
緩
）
（
六
末
－
六
〇
6
）

〔
実
〕
実
（
入
濁
緩
）
　
（
四
－
三
六
6
）
　
権
（
去
濁
）
実
（
入
濁
緩
）
　
（
六
本
－
三
7
）

〔
出
〕
出
（
入
清
緩
）
没
（
入
清
急
）
　
（
四
－
五
〇
7
）

タ
チ

〔
奪
〕
奪
（
入
清
緩
）
命
（
六
末
－
一
五
2
）

〔
殺
〕
殺
（
入
清
緩
）
害
（
平
濁
）
　
（
三
－
一
七
六
3
）

〔
決
〕
決
（
入
清
緩
）
定
（
平
濁
）
　
（
三
1
一
六
七
7
）

ク
ワ
チ

〔
活
〕
邪
（
上
濁
）
活
（
人
情
緩
）
　
（
六
本
1
九
六
1
）

〔
別
〕
別
（
入
濁
緩
）
俸
（
平
濁
）
　
（
六
末
－
九
三
4
）

〔
術
〕
妙
（
平
）
術
（
入
濁
緩
）
　
（
三
－
五
4
）

〔
説
〕
領
（
平
）
説
（
入
濁
援
）
　
（
三
－
一
五
四
6
）

〔
闊
〕
乾
（
去
濁
）
閲
（
入
濁
緩
）
婆
（
上
濁
）
　
（
二
－
三
二
1
）

（
朱
声
点
）

〔
二
　
二
人
清
緩
）
百
（
入
清
緩
）
　
（
二
－
一
〇
二
3
）

〔
悌
〕
阿
弥
陀
悌
（
入
濁
緩
）
　
（
ニ
ー
四
三
3
）
　
彿
（
入
濁
緩
）
名
（
去
）
　
（
二
－
九
七
7
）



〔
別
〕
別
（
入
濁
緩
）
号
（
平
濁
）
　
（
ニ
ー
四
七
8
）
　
別
（
入
濁
緩
）
　
（
ニ
ー
一
〇
〇
4
）

〔
述
〕
宣
（
平
）
－
述
（
入
濁
緩
）
（
ニ
ー
七
五
2
）

〔
実
〕
実
（
入
濁
緩
）
　
（
ニ
ー
五
一
5
）

〔
忽
〕
忽
（
入
軽
活
急
）
（
入
清
緩
）
然
（
上
濁
）
（
去
）
（
三
－
二
九
1
）

レ
チ

〔
劣
〕
劣
（
入
清
緩
）
夫
（
二
－
二
六
8
）

ハ

ウ

　

イ

チ

〔
逸
〕
放
（
平
）
逸
（
入
活
緩
）
　
（
三
－
六
一
5
）

〔
伐
〕
聖
軒
（
二
⊥
二
九
4
）

右
は
、
入
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
緩
声
点
で
あ
り
、
開
音
節
化
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
諸
例
を
振
り
返
る
と
き
、
複
数
例
み
ら
れ
る
舌
内
入
声
字
が
存
し
、
複
数
の
資
料
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る
漢
字
が
存
す
る
こ
と
に
気

づ
か
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
二
七
・
悌
・
日
・
出
・
別
・
術
・
述
・
実
・
劣
・
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
舌
内
入
声
字
の
中
で
、
開
音

（14）

節
化
し
た
発
音
が
多
く
な
さ
れ
た
漢
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

3
．
親
鸞
の
声
点
加
点
資
料

と
こ
ろ
で
、
親
鸞
（
二
七
三
－
一
二
六
二
）
は
、
入
声
の
急
・
綾
を
区
別
す
る
加
点
を
ど
の
場
合
に
も
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
実
態
を
見
る
（
あ
る
程
度
の
言
語
量
が
存
し
、
鉦
点
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
声
点
は
、
親
鸞
自
筆
加
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
限
る
）
。

現
在
、
親
鸞
真
跡
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
、
複
製
本
で
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
入
声
の
急
・
緩
を
区
別
す
る
の
は
、
1
『
阿
弥
陀

経
・
観
無
量
毒
経
註
』
と
2
『
教
行
信
証
』
の
み
で
あ
る
。
こ
の
両
本
は
、
と
も
に
加
点
年
代
の
早
い
も
の
で
あ
る
が
、
『
教
行
信
証
』
と
同

時
期
の
加
点
で
あ
る
1
3
『
浬
架
経
』
1
7
『
唯
信
砂
（
平
仮
名
本
）
』
は
、
声
点
加
点
も
稀
で
、
急
・
緩
の
区
別
は
存
し
な
い
。

入
声
の
急
・
綾
を
区
別
す
る
加
点
が
存
す
る
両
本
に
は
、
『
虞
韻
』
反
切
の
引
用
が
存
し
、
詳
細
な
註
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
声
点
加
点
資

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相



12345678

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究声

点
加
点

急
・
緩
の
別
　
　
本
文
の
形
式

声
点
加
点
年

901112131

41516171819102

阿
弥
陀
経
・
観
無
量
鳶
経
註

教
行
信
正

三
帖
和
讃

皇
太
子
聖
徳
奉
讃
断
簡

尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）

唯
信
砂
（
専
修
寺
蔵
本
）

唯
信
抄
（
西
本
願
寺
本
）

唯
信
砂
（
東
本
願
寺
等
蔵
残
巻
）

尊
号
真
像
銘
文
（
広
本
）

西
方
指
南
抄

浄
土
論
証

大
般
捏
柴
経
要
文

理
磐
経

烏
龍
山
師
並
屠
児
賛
蔵
侍

信
微
上
人
御
釈

浄
土
三
経
往
生
文
類
（
略
本
）

唯
信
砂
（
平
仮
名
本
）

浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃

四
十
八
願
文
断
簡

聖
覚
法
印
表
白
集

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
（
稀
）

○
（
稀
）

○
（
稀
）

○
（
稀
）

○
（
稀
）

○
（
稀
）

○
（
一
例
・
墨
）

○
（
一
例
・
墨
）

×××

あ
り

あ
り

無無無無無無無無無無？
・

つ・・つ・・？
・

つ・・／／／

漢
文
（
字
音
直
読
）

和
化
漢
文
・
漢
文
（
訓
読
）

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
n
ソ
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
文
（
訓
読
）

漢
文
（
訓
読
）

漢
文
（
訓
読
）

漢
文
（
訓
読
）

漢
文
（
訓
読
）

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
・
漢
文
（
訓
読
）

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

漢
文
（
訓
読
）

和
化
漢
文
（
訓
読
）

和
化
漢
文
（
訓
読
）

・．1．．．・・つ・・
llつ・・

lI・．

二
〇
四
～
一
二
〇
六

二
三
四
～

二
四
八
～
一
二
五
五

二
五
三

二
五
五

二
五
七
か

二
五
七
以
前
か

二
五
七
以
前
か

二
五
八

二
五
六
・
一
二
五
七

二
五
六

二
三
五
頃

二
五
六
頃

二
五
五

二
三
五

二
三
五
頃

二
三
四
以
前
か

二
三
五
頃
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232

4252

御
念
仏
之
間
用
意
聖
覚
返
事

唯
信
砂
文
意
（
正
月
十
一
日
本
）

唯
信
砂
文
意
（
正
月
二
十
七
日
本
）

一
念
多
念
文
意

書
簡

×××××

／／／／／

和
化
漢
文
（
訓
読
）

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

一
二
三
五
頃

一
二
五
七

一
二
五
七

一
二
五
七

一
二
四
二
～
一
二
六
二

料
の
中
で
も
、
特
に
中
国
原
音
に
配
慮
し
た
専
門
的
な
文
献
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
南
本
の
加
点
に
も
差
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
見
た
入
声
字
へ
の
非
入
声
加
点
例
の
有
無
で
あ
る
。
『
教
行
信
証
』
に

つ
い
て
は
、
先
に
当
該
例
を
掲
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
1
『
阿
弥
陀
経
・
観
無
量
妻
経
註
』
に
は
、
入
声
字
へ
の
非
入
声
加
点
例

は
無
い
。
親
鸞
の
声
点
を
移
点
し
た
と
考
え
ら
れ
る
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
鳶
経
』
（
声
点
は
字
音
直
読
を
示
す
）
に
も
、
該
当
例
は
無
い
。
こ
れ

ら
、
浄
土
三
部
経
と
『
教
行
信
証
』
と
の
加
点
の
相
違
は
、
字
音
直
読
資
料
で
あ
る
か
訓
読
資
料
で
あ
る
か
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。全

巻
に
丁
寧
な
声
点
加
点
が
存
す
る
も
の
の
、
急
・
緩
の
区
別
が
無
い
の
が
、
3
～
9
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
献
で
あ
る
。
1
0
・
1
1
に

も
声
点
加
点
が
存
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
献
で
も
、
2
2
・
2
3
・
2
4
に
は
声
点
が
一
切
見
ら
れ
な
い
。

2
2
『
唯
信
砂
文
意
』
（
専
修
寺
蔵
本
正
月
十
一
日
本
）
・
2
3
『
唯
信
砂
文
意
』
（
専
修
寺
蔵
本
正
月
二
十
七
日
本
）
・
2
4
『
一
念
多
念
文
意
』
は
、

そ
れ
ぞ
れ
唯
信
砂
と
一
念
多
念
分
別
事
と
を
易
し
く
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
の
漢
字
に
は
丁
寧
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
声
点
は
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
『
一
念
多
念
文
意
』
の
巻
末
に
は
、
親
鸞
の
手
に
よ
っ
て
、
有
名
な
次
の
言
葉
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
（
『
唯
信
砂
文
意
』
も
同
様
）
。

モ

ン

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

チ

ヰ
ナ
カ
ノ
ヒ
ト
＼
＼
ノ
・
文
字
ノ
・
コ
、
ロ
モ
シ
ラ
ス
・
ア
サ
マ
シ
キ
・
愚
痴
・
キ
ワ
マ
リ
ナ
キ
・
ユ
ヘ
ニ
・
ヤ
ス
ク
・
コ
＼
ロ
エ
サ

セ
ム
ト
テ
・
オ
ナ
シ
コ
ト
ヲ
・
ト
リ
カ
へ
シ
ノ
＼
・
カ
キ
ッ
ケ
タ
リ
・
コ
＼
ロ
ア
ラ
ム
ヒ
ト
ハ
・
オ
カ
シ
ク
・
オ
モ
フ
ヘ
シ
・
ア
サ
ケ

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
四

リ
ヲ
・
ナ
ス
へ
シ
・
シ
カ
レ
ト
モ
・
ヒ
ト
ノ
・
ソ
シ
リ
ヲ
・
カ
ヘ
リ
ミ
ス
・
ヒ
ト
ス
チ
ニ
・
オ
ロ
カ
ナ
ル
・
ヒ
ト
！
＼
ヲ
・
コ
、
ロ
へ
・

ヤ
ス
カ
ラ
ム
ト
テ
・
シ
ル
セ
ル
ナ
リ
・

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
、
1
　
『
阿
弥
陀
経
・
観
無
量
毒
経
註
』
・
2
　
『
教
行
信
証
』
　
の
対
極
に
あ
り
、
文
字
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
々
に
も

（15）

理
解
で
き
る
よ
う
に
書
か
れ
た
著
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
入
声
点
の
急
・
綾
の
区
別
は
も
ち
ろ
ん
、
声
点
加
点
も
存
し
な
い
。

こ
の
事
実
を
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
舌
内
入
声
の
発
音
と
結
び
つ
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

舌
内
入
声
の
閉
促
性
が
も
っ
と
も
よ
く
保
た
れ
て
い
た
の
は
、
字
音
直
読
資
料
で
あ
り
、
つ
い
で
漢
文
訓
読
資
料
で
あ
る
。
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
で
の
発
音
は
不
明
で
あ
る
が
、
急
・
緩
の
区
別
を
必
要
と
し
な
い
と
親
鸞
が
判
断
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
漢
文
訓
読
資
料
よ
り
も

開
音
節
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
声
点
加
点
が
な
さ
れ
な
い
「
文
意
」
の
類
は
、
よ
り
一
層
開
音
節
化
が
進

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
入
声
字
の
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記

右
の
推
測
に
反
す
る
よ
う
に
見
え
る
例
と
し
て
、
仮
名
文
の
舌
内
入
声
漢
字
表
記
が
あ
る
。

小
林
芳
規
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
I
・
H
－
－
轟
の
漢
字
表
記
を
主
と
し
て
ー
ー
」
で
は
、
青
糸
書
屋
本
土
左
日
記
で
漢
字
表
記
さ

れ
た
も
の
の
一
つ
に
舌
内
入
声
音
が
有
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
は
当
時
の
国
語
と
異
な
り
、
閉
促
性
を
持
っ
た
音
で
あ
る
こ
と
の
反
映

で
あ
る
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
青
籍
書
屋
本
土
左
日
記
に
お
け
る
舌
内
入
声
の
漢
字
表
記
例
は
「
日
記
」
の
み
で
あ
り
、
他
に
仮
名
表
記
例
「
せ
ち
み
（
節
忌
）
」

が
二
例
存
す
る
。
よ
っ
て
、
青
硲
吉
尾
本
土
左
日
記
に
お
い
て
は
、
舌
内
入
声
が
他
の
入
声
と
異
な
っ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、
高
羽
五
郎
「
和
名
抄
が
漢
語
の
語
形
を
表
記
す
る
の
に
用
い
た
方
法
を
中
心
と
し
て
文
字
達
か
ら
平
安
時
代
の
国
語
化
し
た
漠
字

音
を
探
る
い
と
ぐ
ち
－
漢
字
音
考
察
の
一
－
」
（
「
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
　
文
学
篇
6
」
一
九
五
九
年
二
月
）
に
よ
る
と
、
「
倭
名
類
衆
抄
」
で



（16）

は
、
入
声
音
は
す
べ
て
仮
名
表
記
さ
れ
て
お
り
、
舌
内
入
声
を
含
め
て
開
音
節
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

時
代
が
降
っ
て
、
関
戸
本
『
三
宝
絵
詞
』
二
二
〇
年
写
本
の
字
音
語
の
仮
名
表
記
に
お
い
て
、
舌
内
入
声
に
は
他
の
入
声
と
異
な
り
、

い
わ
ゆ
る
零
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
和
文
の
世
界
で
も
、
舌
内
入
声
l
t
の
発
音
が
原
音
の
閉
促
性
を
保
っ
て
い
た
事
を
考
え
さ
せ

（17）

る
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
例
は
、
「
い
さ
い
（
二
切
）
・
す
け
（
出
家
）
・
せ
き
う
（
殺
生
）
・
は
さ
か
い
（
菩
薩
戒
）
」
な
ど
で

あ
り
、
促
音
が
表
記
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
院
政
・
鎌
倉
期
の
姿
を
あ
る
程
度
と
ど
め
る
と
さ
れ
る
「
梁
塵
秘
抄
」
の
舌
内
入
声
字
が
、
他
の
入
声
字
と
比
較
し
て
漢
字
表
記

が
多
く
仮
名
表
記
が
少
な
い
こ
と
が
右
の
小
林
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
具
体
例
は
「
王
朝
文
学
」
第
四
号
）
。
こ
れ
が
舌
内
入
声
の
開
催
性

を
示
す
と
さ
れ
た
の
は
、
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
舌
内
入
声
字
「
悌
・
日
・
実
・
説
・
密
・
滅
・
警
達
・

披
・
鉄
」
に
は
、
本
稿
で
開
音
節
化
例
を
指
摘
し
た
漢
字
が
含
ま
れ
る
。
よ
っ
て
、
な
お
多
く
の
資
料
の
調
査
後
に
、
考
察
を
加
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
鎌
倉
時
代
の
例
を
加
え
る
べ
く
、
梅
沢
本
『
古
本
説
話
集
』
の
入
声
音
表
記
を
調
査
し
て
み
た
（
た
だ
し
、
目
次
・
催
文
は
す
べ

て
漢
字
で
あ
る
た
め
除
外
し
た
）
。
結
果
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

p
入
声
（
複
数
例
存
す
る
場
合
は
、
そ
の
数
を
（
　
）
内
に
記
す
。
仮
名
書
き
は
、
同
定
さ
れ
る
語
を
漢
字
で
（
　
）
内
に
記
す
。
以
下
同
。
）

（
漢
字
表
記
）

功
師
（
1
1
）
　
作
功
刃
道
（
1
0
）
　
五
刊
・
刊
（
3
）
　
二
刊
人
（
3
）
　
刊
九
（
2
）
　
三
刊
（
2
）
　
廿
九
日
（
2
）
　
四
刊
九
日
刊

こ
く
（
十
石
）
　
十
l
ち
ゃ
う
（
十
町
）
　
十
疋
　
十
廿
　
十
月
　
業
　
集

（
仮
名
表
記
）

叫
引
し
（
法
師
埼
）
．
櫛
引
（
法
）
　
こ
を
う
（
護
法
4
）
　
こ
う
（
護
法
）
　
あ
櫛
引
き
み
（
安
法
君
2
）
　
す
を
う
（
修
法
）
　
ふ
か
う
（
不

合
5
）
　
か
せ
う
（
迦
葉
2
）
　
引
（
甲
）
　
割
引
し
き
（
雑
色
）

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相



鎌
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k
入
声

（
漢
字
表
記
）

三
相
（
3
）

一
尺

小
式
部
　
後
朱
雀
院

日
（
5
）
　
二
三
百
l

（
仮
名
表
記
）

一
割
引
よ
〓
尺
余
）

（
2
）
　
尺
九
寸
（
2
）
　
一
二
矧
　
二
三
矧
　
四
何
　
五
矧
　
朝
生
（
2
）
　
楓
剋
（
2
）
　
京
樹
殿
　
剖
部
（
9
）

対
条
（
2
）
　
丈
対
（
2
）
　
五
対
日
　
三
回
日
．
三
回
　
十
璃
　
百
凋
　
さ
い
刺
（
材
木
）
　
大
利
　
消
息
　
可

二
三
耳
目
　
二
三
画
人
　
百
部
材
．
矧
こ
く
（
百
石
）
　
可
丁
　
却
剰
　
百
l
雨
　
樋
（
2
）
　
ま
か
た
囲
（
摩
詞
陀
国
2
）

い
ん
よ
く
（
淫
欲
）
　
か
く
も
ん
（
学
問
2
）
　
き
や
く
す
（
逆
修
）
　
と
く
（
徳
1
0
）
　
く
と
く
（
功
徳
2
）
　
と

く
に
む
（
徳
人
）
　
た
い
と
こ
　
（
大
徳
）
　
け
し
き
（
気
色
1
0
）

u
剖
ふ
（
式
部
）
　
さ
う
u
剖
（
雑
色
）
　
∪
引
し
（
色
紙
）

く
　
（
消
息
）
　
せ
う
そ
こ
　
（
消
息
3
）
　
せ
う
と
く
　
（
所
得
）

こ
く
ふ
て
ら
（
国
分
寺
）
　
こ
く
ら
く
し
（
極
楽
寺
3
）
　
こ
し
き
（
乞
食
）

u
剖
た
う
（
食
堂
）
　
∪
可
引
（
努
）
　
す
く
引
引
（
双
六
2
）
　
せ
う
利

せ
ん
ま
む
引
（
千
万
石
）
　
僧
割
引
（
僧
俗
）
　
割
引
（
俗
3
）
　
た
う

そ
く
（
道
俗
）
　
た
う
と
く
（
嘗
得
）
　
た
い
し
ゃ
く
（
帝
釈
5
）

ち
L
l
引
（
知
識
）
　
引
割
引
し
（
勅
使
）
　
l
刊
引
ま
（
筑
摩
）

（
伯
母
3
）
　
咄
引
の
母
（
伯
母
2
）
　
ひ
ぶ
引
も
ん
（
美
福
門
）

L
や
う
そ
く
（
装
束
2
）
　
ち
く
せ
ん
（
筑
前
）
　
ち
こ
く
（
地
獄
2
）

と
う
ろ
く
　
（
藤
六
2
）

百
引
（
百
石
）

や
く
　
（
役
2
）
　
や
く
　
（
益
）
　
ふ
く
　
（
服
2
）
　
ふ
く
た
い
　
（
福
神
2
）
　
ふ
く
　
（
福
）

は
か
せ
　
（
博
士
）
　
は
く
　
（
薄
）
　
は
く
の
は
、

ま
か
た
引
（
摩
詞
陀
国
）
　
み
ろ
く
（
弥
勒
4
）

ふ
く
ち
　
（
福
地
）

t
入
声

（
漢
字
表
記
）

↓
尺
（
2
）
　
↓
条
　
↓
定
　
↓
二
尺

↓
ひ
き
（
一
疋
）
　
後
↓
条
院
（
2
）

〓
別

一
l
二
田

一

の

宮

一

切

　

一

さ

く

（

一

尺

）

一
た
ん
（
一
段
）

七
条
　
七
星
　
七
八
年
　
百
日
（
5
）
　
二
三
日
（
5
）

一

と

（

一

斗

4

）

　

一

斗

（

2

）

三
匂
矧
（
3
）
　
団
記
　
四

五
日
（
2
）
　
七
月
十
五
日
（
2
）

廿
九
日
（
2
）

五
六
日
　
三
日
　
三
百
日
　
四
十
九
日
　
千
日
　
二
三
百
日
　
二
千
日
　
二
月
　
九



月
（
3
）
　
三
矧
（
2
）
　
四
則
五
矧
十
期
念
仏
（
3
）
　
硯
経
（
2
）
　
似
師
（
5
）
　
悌
道
悌
大
仏
仏
堂
　
無
仏
世
界
吉

祥
天
　
魂
教
師
　
菩
薗
（
2
）
　
矧
前
（
2
）
　
帥
（
2
）
　
別
当

（
仮
名
表
記
）

い
ち
せ
ん
（
一
善
）
　
た
同
封
（
第
一
）
　
ね
ふ
っ
（
念
仏
）
　
は
さ
つ
（
菩
薩
6
）
　
副
功
し
や
う
て
む
（
吉
祥
天
）
　
刷
引
え
ん
（
結
線
2
）

す
－
け
（
出
家
2
）
　
引
引
（
術
3
）
　
利
引
（
帥
）
　
咄
引
（
鉢
1
3
）
　
叫
執
り
き
（
草
案
3
）
　
へ
ち
に
（
別
）
　
刻
引
せ
む
（
越
前
3
）
　
刻

引
せ
ん
（
越
前
2
）
　
劃
こ
（
越
後
）

右
の
通
り
で
あ
る
。
舌
内
入
声
の
漢
字
表
記
例
は
、
他
の
入
声
と
比
較
し
て
や
や
多
い
。
し
か
し
、
具
体
例
は
二
一
・
備
・
七
・
日
・
八
・

月
」
と
い
う
基
本
的
な
漢
字
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
の
検
討
で
、
開
音
節
化
例
が
複
数
拾
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ

っ
て
、
舌
内
入
声
が
閉
音
節
で
あ
っ
た
た
め
漢
字
表
記
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
常
用
さ
れ
る
漢
字
で
あ
る
が
故
に
漢
字
表
記
さ
れ
た
と

考
え
る
方
が
穏
当
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本
資
料
で
は
、
同
一
語
で
も
漢
字
・
仮
名
の
両
表
記
が
見
ら
れ
る
も
の
が
有
る
こ
と
か
ら
も
、

（18）

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
舌
内
入
声
の
閉
促
性
を
積
極
的
に
は
言
え
な
い
。

五
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相
　
－
む
す
び
1

以
上
、
字
音
直
読
の
場
と
日
常
の
場
と
を
両
極
に
、
そ
の
中
間
に
舌
内
入
声
が
特
定
の
漢
字
に
つ
い
て
開
音
節
化
し
た
場
合
が
あ
る
こ
と

（19）

を
見
た
。

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
音
声
の
位
相
差
の
具
体
的
な
指
摘
と
し
て
、
唇
内
入
声
字
の
促
音
形
と
ハ
行
転
呼
音
形
に
つ
い
て
の
も
の
が

（20）
あ
る
。
当
該
論
文
で
は
、
両
形
を
漢
文
の
世
界
と
和
文
の
世
界
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
書
記
言
語
と
口
頭
言
語
、
学
問
語
と
日
常
語
）
と
の
位
相
差

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
仮
名
書
き
法
華
経
の
よ
う
な
資
料
が
、
両
者
の
接
点
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
問
題
と
し
た
舌
内
入
声
字
の
開
音
節
化
も
、
こ
れ
と
同
様
に
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
古
内
入
声
音
の
諸
相

五
〇
七
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す
な
わ
ち
、
現
代
日
本
語
の
外
国
語
音
の
実
態
か
ら
、
す
で
に
予
測
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、
中
国
原
音
に
忠
実
に
あ
る
べ
き
場
で
は
閉
促

性
が
保
た
れ
、
日
常
会
話
に
近
い
場
で
は
開
音
節
化
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
主
資
料
を
遺
し
た
親
鸞
は
、
書
簡
に
お
い
て
、
受
取
人
の
男
女
差
・
有
識
差
に
よ
っ
て
漢
語
の
使
用
量
・
漢
語
の
表
記
法
を
変
え

（21）

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
親
鸞
が
、
各
種
文
献
の
字
音
注
を
、
現
実
の
発
音
を
背
景
に
書
き
分
け
る
こ
と
は
充
分
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

続
く
室
町
時
代
に
お
い
て
も
、
左
の
ご
と
く
、
位
相
差
に
よ
る
舌
内
入
声
音
の
開
音
節
化
の
程
度
差
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
言
語
を
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
原
刊
本
『
捷
解
新
語
』
で
は
、
舌
内
入
声
l
t
を
、
巻
十
の
候
文
で
は

ハ
ン
グ
ル
吉
で
表
す
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
箇
所
で
も
、
－
C
u
・
－
C
C
u
の
よ
う
に
開
音
節
で
示
し
た
例
も
少
な
く
な
く
、
巻
十
以
外
の
日

常
会
話
文
で
は
⊥
は
皆
無
で
、
開
音
節
表
記
の
み
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
当
時
の
舌
内
入
声
音
の
実
態
を
次
の

よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。

語
末
に
立
つ
舌
内
入
声
韻
尾
が
、
二
種
の
形
［
t
］
　
［
t
s
u
］
で
現
れ
、
前
者
は
よ
り
生
の
漢
語
層
に
、
し
か
も
、
そ
の
使
用
す
る
者
の
側

か
ら
言
え
ば
、
比
較
的
教
養
程
度
の
高
い
階
級
層
、
し
か
も
、
あ
ら
た
ま
っ
た
場
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
こ
れ
に
対
し

て
、
よ
り
国
語
化
し
た
語
彙
に
、
し
か
も
比
較
的
教
養
程
度
の
低
い
一
般
庶
民
の
側
で
、
し
か
も
く
だ
け
た
言
い
方
と
し
て
用
い
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浜
田
敦
「
語
末
の
促
音
」
「
国
語
国
文
」
二
四
巻
一
号
、
一
九
五
五
年
一
月
）

（22）

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
右
の
よ
う
な
状
況
が
存
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
1
）
　
小
林
芳
規
「
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
I
・
H
－
語
の
漢
字
表
記
を
主
と
し
て
ー
」
　
（
「
国
語
学
」
四
四
・
四
五
集
、
一
九
六
一
年
三
月
・

六
月
）
・
土
井
忠
生
『
吉
利
支
丹
文
献
考
』
　
（
一
九
六
三
年
）
　
三
一
八
貢
・
菅
原
範
夫
「
室
町
時
代
の
平
仮
名
資
料
に
お
け
る
一
表
記
法
1
人
声
音
・



促
音
表
記
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
「
国
文
学
致
」
第
六
毒
、
∵
九
七
四
年
十
一
月
）
・
同
「
大
蔵
流
狂
言
資
料
に
見
ら
れ
る
平
仮
名
用
字
法
の
諸
相
」
（
「
高

知
大
学
学
術
研
究
報
告
人
文
科
学
」
第
二
八
巻
、
「
九
八
〇
年
三
月
）
・
同
「
中
世
文
書
に
見
る
地
域
言
語
－
「
毛
利
家
文
書
」
元
就
・
隆
元
・
輝
元
文
書

を
中
心
に
－
」
（
「
国
語
国
文
」
第
六
八
巻
第
五
号
、
一
九
九
九
年
五
月
）
・
浅
田
健
太
朗
「
声
明
資
料
に
お
け
る
「
ず
ら
し
表
記
」
の
機
能
を
巡
っ
て
」

（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
〇
二
輿
一
九
九
八
年
九
月
）
・
木
田
章
義
「
『
補
忘
記
』
の
入
声
」
（
「
均
社
論
叢
」
一
〇
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
）
・

岩
淵
悦
太
郎
「
謡
曲
の
謡
い
方
に
お
け
る
入
声
ツ
に
つ
い
て
」
他
『
国
語
学
論
集
』
（
「
九
七
七
年
、
筑
摩
書
房
）
所
収
論
文
・
・
金
田
二
軍
彦
「
平

曲
の
音
声
（
上
）
・
（
下
）
」
（
「
音
声
学
会
会
報
」
錮
・
興
一
九
五
九
年
四
月
‥
十
二
月
）
・
奥
村
三
雄
『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
（
∵
九
八
二
年
、
桜

楓
社
）
・
福
永
静
哉
『
浄
土
真
宗
伝
承
音
の
研
究
』
（
云
ハ
三
年
、
風
間
書
房
）
、
迫
野
虔
徳
『
文
献
方
貢
研
究
』
（
一
九
九
八
年
、
清
文
堂
）
、

（
2
）
等
鮮
「
入
声
音
尾
ツ
に
関
す
る
新
資
料
」
（
「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
一
巻
四
号
、
壷
九
年
五
月
）
は
、
『
山
塊
記
』
治
承
四
年
…
八

〇
）
四
月
廿
二
日
の
左
記
事
に
注
目
し
た
。

奏
日
、
躍
華
、
其
警
同
長
、
レ
イ
ヒ
ツ
、
乍
四
字
皆
上
聾
也
、
又
乍
四
字
其
間
同
長
サ
こ
唱
之
、
宇
治
記
云
、
ツ
字
鼻
二
言
入
テ
後
音
平
聾
也
、

今
如
此
欺

そ
し
て
、
「
乍
四
字
皆
上
声
也
、
又
乍
四
字
其
間
同
長
サ
ニ
唱
之
」
は
開
音
節
化
し
た
ツ
で
あ
。
、
「
ツ
字
鼻
二
言
入
テ
後
音
平
声
也
」
は
「
特
殊

な
、
い
は
ば
学
者
的
な
発
音
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
舌
内
入
声
音
が
「
院
政
末
期
ま
で
は
、
固
有
日
本
語
の
ツ
と
同
音
に
発
音
さ
れ
る
方
が
普
通
で

あ
っ
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
。
右
の
記
事
の
解
釈
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
院
政
末
期
に
舌
内
入
声
音
の
翌
日
が
一
連
。
で
は
な
か
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
3
）
　
霊
友
会
複
製
本
。
以
下
引
用
で
は
、
こ
の
複
製
本
の
頁
数
と
行
数
を
示
す
。

（
4
）
沼
本
克
明
「
妙
二
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
の
漢
語
声
調
」
（
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
研
究
篇
』
霊
友
会
、
一
九
九
三
年
）
に
挙

（5）

（6）（7）

例
さ
れ
て
い
る
た
め
、
省
略
。
）

高
松
政
雄
「
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
の
声
点
に
つ
い
て
」
（
「
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」
第
二
五
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）

小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
数
行
信
証
古
点
」
（
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
＝
九
六
五
年
九
月
）

『
親
鸞
聖
人
其
蹟
集
成
』
に
依
る
。
朱
声
点
は
、
複
製
本
で
は
判
然
と
し
な
い
も
の
が
多
い
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
古
内
入
声
音
の
諸
相

五
〇
九
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五
一
〇

（
8
）
　
妙
一
記
念
館
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
に
は
、
朽
外
q
邁
（
去
）
（
下
6
2
オ
）
・
松
（
平
）
容
（
平
）
引
q
（
下
8
2
ウ
）
の
如
く
、
本
来
唇
内
入
声
で
な
い
字
に

ウ
表
記
の
共
通
性
に
よ
っ
て
、
入
声
点
を
加
点
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
教
行
信
証
』
の
挙
例
の
内
、
「
怯
」
「
邑
」
は
、
本
資
料
中
の
声
点

加
点
例
の
全
例
で
あ
り
、
親
鸞
が
非
入
声
字
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
9
）
　
注
4
引
用
沼
本
論
文
注
1
1
、
参
照
。

（
1
0
）
　
法
華
経
字
音
直
読
資
料
は
、
竜
門
文
庫
蔵
巻
第
一
～
第
八
鎌
倉
中
期
点
（
1
－
に
－
1
－
3
0
6
）
　
と
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
巻
第
七
・
第
八
鎌
倉
中
期
点

（
2
4
－
1
2
0
1
8
9
2
）
と
を
見
た
。
後
者
に
は
、
「
楽
（
平
濁
）
習
（
平
濁
）
苦
（
平
）
行
（
平
濁
）
」
　
（
巻
七
2
0
5
）
の
例
が
存
す
る
が
、
「
習
」
の
平
声
点
は
濁
点
で
あ
り
存

疑
例
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
注
6
小
林
論
文
・
沼
本
克
明
「
漢
字
音
に
於
け
る
促
音
の
表
示
法
」
　
（
「
国
文
学
致
」
第
六
九
号
）
・
佐
々
木
勇
「
親
鸞
筆
『
阿
爾
陀
経
』
『
観
無
量

詩
経
』
　
の
漠
字
音
に
つ
い
て
」
　
（
「
比
治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
紀
要
」
第
二
号
、
一
九
九
四
年
）
、
参
照
。

（
1
2
）
　
具
体
例
は
、
前
注
佐
々
木
論
文
に
示
し
た
。

（
1
3
）
　
佐
々
木
勇
「
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
毒
経
』
　
の
訓
点
に
つ
い
て
ー
定
家
仮
名
道
に
よ
る
訓
読
点
と
親
鸞
の
字
音
点
－
」
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
六
韓
、

一
九
九
三
年
五
月
）
　
参
照
。

（
1
4
）
　
こ
れ
ら
の
漢
字
が
、
開
音
節
化
し
て
い
た
可
能
性
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
表
記
を
引
用
し
て
、
小
林
論
文
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
唯
信
砂
文
意
二
念
多
念
文
意
な
ど
は
、
意
図
的
に
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
釈
方
法
の
点
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
金
子
彰
「
親

鸞
の
片
仮
名
交
り
注
釈
書
の
文
章
表
現
法
の
特
質
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
七
十
七
韓
、
一
九
八
七
年
三
月
）
）
。

（
1
6
）
　
な
お
、
こ
の
「
倭
名
類
衆
抄
」
の
仮
名
表
記
が
上
代
漢
字
音
の
表
記
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
日
常
漢
語
の
場
合
は
、
古
く
か
ら
仮
名
の
示
す
音

で
発
音
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
指
摘
も
あ
る
　
（
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
　
（
一
九
八
六
年
、
東
京
堂
出
版
）
一
二
八
貢
）
。

（
1
7
）
　
沼
本
克
明
『
日
本
漠
字
音
の
歴
史
』
一
九
二
頁
。

（
1
8
）
　
同
一
語
の
漢
字
・
仮
名
両
表
記
は
、
同
一
行
に
存
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
零
表
記
も
、
促
音
化
例
と
考
え
ら
れ
る
「
す
け
（
出
家
）
」

の
み
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
『
梁
塵
秘
抄
』
と
の
相
違
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
即
断
は
避
け
た
い
。
た
だ
、
本
資
料
に
は
、
「
こ
を
う
（
書

法
）
・
こ
う
（
護
法
）
・
す
ち
　
（
術
）
・
せ
う
と
く
　
（
所
得
）
」
な
ど
の
例
が
あ
っ
て
、
漢
字
音
が
国
語
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
　
（
高
松
政



雄
「
拗
音
仮
名
の
一
の
場
合
－
「
せ
う
と
く
（
所
得
）
」
－
」
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
第
四
三
巻
第
二
万
、
一
九
九
一
年
四
月
）
参
照
）
。

（
1
9
）
　
た
だ
し
、
字
音
直
読
の
場
で
も
、
先
行
母
音
の
相
違
に
よ
る
チ
・
ツ
の
か
き
分
け
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
舌
内
入
声
音
節
は
完
全
な
閉
音
節
で

は
な
く
、
音
声
と
し
て
は
寄
生
母
音
を
伴
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論
考
』
六
九
〇
頁
。
林
史
典
「
呉
音
系

字
音
に
お
け
る
古
内
入
声
音
の
か
な
表
記
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
学
」
第
三
二
集
）
、
柳
田
征
司
『
室
町
時
代
語
資
料
を
通
し
て
見
た
日
本
語
音
韻

史
』
（
一
九
九
三
年
、
武
蔵
野
書
院
）
等
）
。
親
鷲
の
独
特
の
舌
内
入
声
表
記
も
、
先
行
母
音
に
よ
っ
て
ツ
と
な
る
場
合
が
決
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
吉
沢
義
則
「
教
行
信
証
の
訓
点
は
坂
東
語
か
」
（
「
龍
谷
大
学
論
叢
」
一
九
二
三
年
四
月
）
）
。

（
訓
）
＋
沼
本
克
明
「
管
内
入
声
字
の
変
遷
」
（
『
日
本
漠
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
所
収
）
）
。

（
2
1
）
　
金
子
彰
「
親
鸞
聖
人
遺
文
の
表
記
研
究
（
〓
」
（
「
新
潟
大
学
教
育
学
部
長
岡
分
校
研
究
紀
要
」
二
五
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
、
同
「
親
鸞
聖
人
遺

文
の
表
記
研
究
（
二
）
」
（
「
新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
長
岡
校
園
教
育
論
究
」
二
五
、
一
九
八
五
年
三
月
）
。

（
型
　
本
稿
の
主
対
象
と
し
た
親
鸞
と
生
活
を
共
に
し
た
恵
信
尼
は
、
他
の
同
時
代
の
字
音
直
読
資
料
と
異
な
る
表
記
を
残
し
て
い
る
（
佐
々
木
勇
他

「
意
信
尼
写
『
仮
名
書
き
無
量
寿
経
』
翻
訳
並
び
に
対
照
本
文
漢
字
索
引
稿
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
七
輯
）
参
照
）
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
「
第
二
十
七
回
広
島
国
語
談
話
会
」
（
一
九
九
九
年
七
月
一
〇
日
）
及
び
「
平
成
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
」
（
同

年
八
月
一
二
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
元
に
し
て
い
る
。
席
上
、
室
山
敏
昭
・
沼
本
克
明
・
菅
原
範
夫
の
各
先
生
よ
り
、
貴
重
な
ご
助
言
を
頂
戴

し
た
。
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相




